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高　　橋　　庸一郎
I　はじめに
　古代文学を，その作成と享受の階層という点
から考えてみると，二種類あるように思われる。
それはその文学的作成技術を学ぶことによって
獲得したか，或いは彼の属する共同社会の中で
習慣的に身につくものとして獲得したかという
ことである。例えば日本の奈良朝では751年，
漢詩の集大成としての『懐風藻』が成立し，
758年頃には和歌の集大成『万葉集』が成り，
当時この二種の詩歌集が並存したが，漢詩の作
成技術は明らかに学ぶことによってしか獲得で
きなかったものである。和歌の方は勿論ある程
度の学びも必要であったであろうが，基本的に
は伝統技術として寧ろ環境から獲得したもので
あったであろう。今この二つの芸にそれぞれ，
学びの芸，習いの芸と名づけて見るなら，細か
く考えれば，漢詩にも学びの芸の部分のほかに
習いの芸の部分も有り，和歌もすべてが習いの
芸として出来上がっているわけではなく学びの
芸の部分も当然あるのである。しかし一つの民
族文芸の発生基盤から考えると民族文芸として
は基本的にこの二つの部分からなるものと考え
られるであろう。
　今上文に「作成と享受の階層」と述べたが，
その階層を具体的に述べてみると，学びの芸は
上層の階級，つまり時間と精神的な余裕のある
階層によって作成され享受され，習いの芸は一
般的には庶民の階層に生まれ享受されてきたと
いえるであろう。
　　『詩経』のなかで「類」は学びの芸によって
いる部分が多いけれど「風」や「雅」は習いの
芸にその発生の源を持つ。しかし楚の王室と同
姓を持つ屈原の『楚辞』は学びの芸的性格牽色
濃く持つものである。つまり習いの芸はきわめ
て素朴で率直であるが，学びの芸の方は全体の
構成についての工夫はもとより，その修辞的な
技巧や，使用される一つ一つの言葉そのものに
も洗練された選択の跡が見られるものである。
　中国文学史上でこうした「学びの芸」の頂点
に立ったものが恐らく「賦」といわれる文学ジ
ャンルである。蛮では賦そのものを正面から論
じるところまではいけないが，賦が成立する前
夜までの過程をたどってみたい。
皿金文と王侯賛美
　甲骨卜辞を文学として認めるか，或いは「芸」
と呼んでいいかどうかについても色々な見方が
ある。しかし当時の貞人たちは「学ぶ」事を通
じてのみあのような占トが可能になったという
ことは間違いない。いわゆる祭政一致の段代に
あっては占トについてのノウハウは王権そのも
のであったから，貞人は王権の内側にいて王と
一体化していたと見てよい。その故に甲骨卜辞
には王侯を賛美するような字句はまったく必要
なかったのである。しかし周代以降の「金文」
になるとその製作者たちは身分や地位や役割は
王に近かったとは言いながら，決して王権の内
側にいたわけではなかったために，彼らが残し
た青銅器の銘文には王・侯を賛美する語句が散
見される。この点から言えば，これから以降あ
らゆる時代において統治者と被統治者が存在す
るのであるから，王権に近い人々の文辞が王侯
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賛美にならざるを得ないのは当然であるかもし
れない。その意味では「学びの芸」とはすなわ
ち王侯賛美であると言えるであろう。
『大豊段銘文』
乙亥
王又大豊
王は大豊の穫を行いたまう。
三月三方
東南西の三方に向って王は月の穐を行いたまう。
王祀㌃天室降
　　　　　まつo　　　　　　　いた王は太室にて祀行いて，降りたまいぬ。
天亡尤王
　　　　　　た寸私，天亡は王を右け
衣祀市王不顯考文王
　　　　　　　　　祖王とLて宣つ王所に不顯なる考文王を段祀りたまいぬ。
事喜上帝
文王は喜びて上帝に事えたまえり。
文王監在上
文王は監れば上に在り，
不顯王乍相
　　　　　　し上｛不顯なる武王に相たり，
不需王乍廣
お由　　　　い昔圭　　　　　　　　いさおL
不いに誘しき王は績たり
不克三衣，王祀
不いに三段に克ちたまいて，王は祀りたまひぬ。
丁丑
丁丑
王饗
王は先王の祀を饗騰し，
大宜王降
大宜の膿を行いたまいて，降りたまひぬ。
亡助爵復鱗
私，天亡は，爵復鱗などのおくりものをたまわりぬ。
佳朕有慶
昔τも　　わ
佳，股が身にとって何という慶びぞ
敏揚王休帯障
　　　た吉ひも固　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　みた吉中王からの休をうやうやしくささげて我が先租の廟に
そなえむ。
それは周王朝初期で周王の勢力が最も高揚した
時期でもある。この銘文の解釈については諸説
あるが一部を除いてほかは本論に関係がないの
でとりあえず郭沫若説と白川静説を参考にして
訳出しておいた。このなかでは「不（不）顕考
文王」，「不（丞）顕王」，「不（丞）請王」など
が，文王，武王，（「不需王」の「王」は，文王
を指すのか，武王を指すのか，或いは第三代の
成王をさすのか，或いは上文に記されていると
ころの，名ははっきりとは解らないが現王を指
しているのか不明）成王，或いは現王に対する
賛美の表現である。しかしこの「不顕」という
語は実は常套的な表現であって，『史獣鼎銘文』
や『令設』や『令舞銘文』などに常見されるも
のであるし，また「不需」の語も『豊尊銘文』
やその他に「不競」や「不否否」として見えるも
のである。しかし全体的に見て賛美ための用語
はきわめて限られており，その用語の数から言
っても決して多いものではない。つまりこうし
た銘文にはそれなりの定式があり，また銘文を
作る職能集団が各時代にそれぞれの王の下に存
在し，また各地方の公や侯の下にやはり同様な
集団が設置されていたに違いない。またそれら
の集団はお互いに他の集団が作った銘文や策命
の文などを参考としながら，自らの銘文作成の
文飾に意を砕いたに違いない。こうした集団が
後の太史寮の太史，太宗，太卜，史などと称さ
れる祭祀，書記，文籍，典策などを掌る事務官
になっていったのであろう。この「大豊駿銘文」
について，郭沫若は，それぞれの句末に韻を踏
んでいるとする。つまり，豊，方，降，王，王，
上，相，廣，饗，降，角黄などがそれであるとい
う。こうした点からも彼らの日々の学びの研鐙
には相当の努力が払われていたように思われる。
　以上のような王侯賛美についての文飾，修辞
の描写法は以降より濃厚なものに発展し，『尚
書』に現れる各代の為政者，王侯の演説文に受
け継がれている。
この大豊殴は周の成王，康王期のものとされ，
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皿『尚書』と王侯賛美
『尚書・康諾』に次のような文が見える。
王若日，
王はおおせられた
孟侯，朕其弟，小子封
孟侯よ，我が弟，小子封よ，
惟乃丞顯考文王，
あ・我等があの人徳高潔にしてすぐれたる文王こそ
克明徳愼罰，不敢侮鰍寡，
人の道をはっきりとおしめしになり，人を裁くはつつ
しみぶかく，あえていやしき者をさげすまず，
庸庸舐舐威威顯民，
民をやらすらぎいたわり，守り，
用肇造我厘夏越我一二邦，
我等が夏華の幸いなるの國々を造られ，
以修我西土，
さらに我等が西方の異民族の地域までも治められたの
だ。
惟時冒聞千上帝，
あ・それこそが天上の上帝のお耳にも入り
帝休
上帝はやすんじられたのだ
天乃大命文王，
天はそこで文王に命じられ
彊戎段誕受豚命，
段をうちいましめ段令を白ら受けることをさとされた
のだ
越豚邦豚民，
あ・我が國よ，我が民よ，汝等のおだやかなるは，
惟時綾，
ここにとりたてて申し述べねばならぬことであるが，
乃寡兄冒カ
汝が兄のつとめがあればなり，よって
韓女小子封，
　ここに汝小子封よ，
在鼓東土
　ここ東土にあるなり，
　このなかで「丞顕考文王」は，金文に見える
美辞と同じであるし，後文の「克明徳慎罰」以
下，「以修我西土」まではすべて文王への賛辞
である。そしてここにも，封，王，邦，休，助
などの韻字がみてとれる。ちなみにここに引用
した後文には，「鳴呼，封，汝念哉，今治民将
在祇，適乃文考紹聞衣徳言，往敷求干段先哲王，
用保父民。（鳴呼，封よ，汝念はん哉。今民を
治むるは将に祇に在り，乃の文考が衣の徳言を
紹聞せしを適ぎ往きて敷ねく段の先哲王に求
め，用って民を保又し）」と有り，『大豊般銘文』
に見たような「衣」を「般」の意として用いる
例も見ることが出来る。『尚書』そのものの成
立や，『尚書』に取られた『周書』の五諾をは
じめとして，その他の篇の成立についても今猶
多くの考察の余地が残されてはいるが，各文書
の形態，用字などから，伝世の文献のなかでは
最も古いものの内に入ることは異論をさしはさ
む余地はない。いずれにしてもこれらの文献に
は恐らく各王に仕えた太史，史官が書き残した
か，伝承しつづけてきたものが多く含まれてい
るに違いない。こうした描写における修辞的技
法は，先に述べたごとく，一つの職能集団の中
で代々受け継がれ，練磨されて，より濃密な修
辞描写法となって昇華されていった結果であろ
う。これが即ち学びの芸である。
v『詩経』と王侯賛美
　中国現存最古の詩集『詩経』のなかの「類」
の部分は，今までに述べてきた朝廷の中心近く
に常に侍っていた，史官や大宗，文籍などとい
う人々によって作られたものであろう。それら
の詩は，周，商，魯などの歴史を伝承してきた
属としての集団によるとともに，その他の宮廷
に仕えた人々が口承によって伝えてきたものを
基盤にして，ついには郊廟にて歌われる賛歌と
して大成されたものである。今「周類・列文」
を挙げてみると，
烈文蹄公
ひかoあキ　　　　　　　　　　　　　　圭み
烈文なせる諸々の侯よ
錫薮肚祠
宗祀はここに幸せを腸い
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恵我無彊
その恵は我等を潤して限り無し，
子孫保之
こまご
子孫にこのことを傳えて絶やす莫れ，
無封摩干爾邦
なむ仁　　くに　　　　　　　　　　　　　　　　　　お＝苫
汝が邦ににてむさぼり廃こと莫れ，
維王其崇之
　　　　　　たiとあ・王は，其れを崇ばん，
念薮戎功
こ　　　拍増い　　　　い吾おL
蛮の戎なる功を念わば，
縫序其皇之
繕ぎ序べて其れを皇にせよ，
無競維人
肚旺曲　　　つよ昌
人より競もの無ければ，
四方其訓之
』　帖　　　　　　　　昔｝L
四方にて其れ訓おしえや，
不顯維徳
不いに顯けき，これ徳，
百膵其刑之
もも　　≡み　　　　　　　　　の’と
百の蹄方よ，其れ刑りて，
於乎前王不忘
畠　・
於乎　前王の徳を忘るなかれ，
上帝是皇
上帝まことに皇なり，
自彼成康
　　　　　上彼の成王康王自り
奄有四方
　　　　主培　　堪昔四方の国々を奄い有め
斤斤其明
その功は陰ることなく明らかなり
鐘鼓畦畦
鐘と鼓は四方に響きわたり，
馨莞將將
馨と莞は四方に傳わり散ず，
降祠穣穣
幅を降すこと富に蟹に，
降幅簡簡
幅を降すこと多いに大なり。
威儀反反
威儀を正してどこまでも謹しみ深く
既酔既飽
既に酵い，既に飽きたれば，
幅臓來反
祠藤は幾度來ると厭うなし，
　ここにいう「不顕」は，金文にあった「丞顕」
のことである。この詩は前王，先祖の徳と功を
称え，それを諸侯に示し，今の恵みと幸せがそ
の徳と功によってもたらされていることを確認
してそのことを忘れてはならないと，諸侯に訓
しているのである。よって今ここで称揚されて
いるのは，今の王ではなく，すでに先王となっ
た祖霊である。祖霊に対する賛美は，死者に対
するということで限度がない。次にやはり「周
類」の「執競」をあげておく。
執競武王
つよ　　　　oと
競きに執めたる我が武王
無競維烈
その無双の競きこと烈烈たり，
不顯成康
由増　　　　かが牛か
不いに顯しき成王康王
　これは，武王，成王，康王といった考祖霊を
祀るにあたっての讃歌であり，祈りの詩である。
祖霊は天上にあって，それを地上から祈り，上
帝の界に届かしめるために鉦鼓や馨莞の音にの
せて送り出しているのである。ここでは太史や
太宗のほかに，やはり太史寮の属官である，樂
正や舞師，樂師なども大いに活躍したことであ
ろう。
　こうしてみてくると，万葉歌人，柿本人麻呂
の，「やすみしし　我が大君　神ながら　神さ
びせすと　吉野川　たぎつ河内に　高殿を　高
知りまして登りたち　」の歌や，「やすみ
しし　我が大君の　高照らす　日の皇子　神な
がら　神さびせすと　太しかす京を置きて
こもくりの　泊瀬の山は　真木立つ一」の歌
などは，宮廷詩人としてきわめてふさわしい歌
であったといえよう。そうした歌にふさわしく，
天皇を現人神と称えつつ，表現技巧的にも，東
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国の防人の歌とは一昧違った洗練された感覚が
読み取れる。世の東西を間わず，宮廷詩人，宮
廷歌人である限りは，伝統的表現法を会得した
　　　　　　　　　　おおみやぴと上で，それに則って，「大宮人達」を寿ぐ歌や
詩を高唱すべき運命からは，決して白由ではあ
りえなかったということであろう。
V戦国縦横家と王侯賛美
　春秋期には，各宮廷のお抱え詩人や史官が王
讃美の詩や文を作らねばならなかったが，降っ
て戦国期になると，宮廷外から，宮廷内の王侯
に対して讃美の辞を提示しなければならない
人々が現われて来た。それはこの戦乱の時代を，
東西南北言葉そのままの意味に於て，縦横無尽
に自己の戦略戦術を，舌先三寸で転しながら駆
け抜けて行った兵家，縦横家達であった。合縦
の策を燕の文公に説くのに，蘇秦は次のように
述べ始めている。
　　天下卿相人臣及布衣之士，皆高賢君之行義，
　皆願奉教陳忠於前之日久夷。難然，奉陽君妬
　而君不任事，是以賓客瀞士莫敢自壷於前者。
　今奉陽君損館舎，君乃今復典士民相親也，臣
　故敢進其愚慮。（天下の卿，相，人臣及び布
　衣の士，皆賢なる君の行義を高しとし，皆前
　にて教を奉じ，忠を陳べんことを願うて日々
　久しきなり。然れども，奉陽君妬にして，君
　事に任せず，是れを以て賓客漉士，敢えて白
　から前にて壷すことなき者なり。今奉陽君館
　に損せられ舎かれ，君乃ち今復た士民と相親
　むなり，臣故に敢えて其の愚慮を進めん。）
　自分の戦略・戦術を王に説くに当っては先ず
その王の偉大さを賞揚することによって王の関
心を白分の話しに向け，更にその話しに引き込
ませる必要があったのである。また魏の裏王に
対しては，
　　魏，天下之彊國也，王，天下之賢王也。今
　乃有意西而事秦，稽東藩，築帝宮，受冠帯，
　祠春秋，臣繍爲大王恥之。（魏は天下の彊國
　なり，王は天下の賢王なり。今乃ち意有りて，
　　　つか　秦に事え，東藩と構し，帝宮を築し，冠帯を
　　　　　　　　　　　　　　　ひそか受け，春秋を祠らむとするは，臣構に大王の
爲に之を恥じるなり。）
　　また後文では，
　　臨薔之塗，車殻撃，人肩摩，連妊成帷，翠
挟成幕，揮汗成雨，家段人足，志高氣揚。夫
以大王之賢典齊之彊，天下莫能當。今乃西面
　　　　　　　　　　　　　　　　　みち而事秦，臣癩爲大王養之。（臨薔の塗，車
　　　　　　　　　　　えり　穀撃し，人の肩は摩り，妊連らなりて唯を成
　　たもとあが　し，侠畢りて幕を成し，汗を揮えば雨と成り，
　　さか　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あが
家股んにして人足り，志高くして氣は揚る。
　夫れ大王の賢と齊の彊を以ってすれば，天下
　に能く當るもの莫し。今乃ち西して秦に事え
　　　　　　ひそか　んとせば，臣籟に大王の爲に之を差ず）
　相手を「強国」，「賢王」と誉めておいて，そ
の思惑を批判し1その行動を牽制するのは縦横
家にとって常套のセリフ回しである。蘇秦の死
後，弟の蘇代が燕王に謁見して最初に発した言
葉は次のようである。
　　臣，東周之郡人也。籍聞大王義甚高，郡人
　不敏，澤鉦褥而干大王。至於郎邸，所見者紬
　於所聞於東周，臣繍負其志。乃至燕廷，観王
　之華臣下吏，王，天下之明王也。（臣は東周
　　　　　　　ひそ　の部人なり。繍かに大王の義の甚しく高きを
　　　　　　　　　　　　　　くわすき　　す　聞き，郡人の敏ならざるも，鉦縛を緯てて大
　　　つか　王に干えんとす。甘隅に至り，見る所の者東
　　　　　　　　　　おと　　　　　　　　　ひそ　周にて聞きし所より紬れり。臣繍かに其の志
　に負す。燕廷に至るに及び，王之華臣下吏を
　観るに，王は天下の明王なり。）
　ここで蘇代は白分はいなか者であると言って
へり下り，義人としての誉れ高き王のもとに馳
せ参じたと言いながらも，趨の都の郁邸は劣り，
それに反して燕は群臣下っぱの役人まで皆すぐ
れており，眼前の大王こそ「天下の明王」であ
るとほめておいてから，現在の王の取る策を難
じて，自説の正しさを展開して見せるのである。
『史記』によると，「蘇秦之弟日代，代弟蘇腐，
見兄遂，亦皆學」とあるから，兄の口上そのま
まに説く話法は当然のことといえるであろう
が，やはり彼等だけではなく，連衡策を唱える
張儀も秦の司馬錯も記述はされてはいないがや
はり同じような弁説で秦公の懐中に入りこんで
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いったにちがいない。
　兵法を説く遊説の士達の弁説の中でもう一つ
特徴的な事は，針小棒大とも言う可き，その表
現の誇張にある。蘇秦が韓の恵宣王に，合縦を
すすめて説いた中に，
　　天下之彊弓弩皆從韓出。簸子，少府時力，
　距來者，皆射六百歩之外。韓卒超足而射，百
　襲不暇止，遠者括蔽洞胸，近者鏑奪心。韓卒
　之剣戟皆出於冥山，巣簸，墨陽，合購，郵師，
　宛漏，龍淵，大阿，皆陸断牛馬，水裁鵠鷹，
　當敵則斬堅甲鐵幕，革扶岐丙，無不畢具。以
　韓卒之勇，被堅甲，蹴勤弩，帯利剣，一人當
　　　　　　　　　　　　　　いLゆみ　百，不足言也。（天下の強弓，弩は皆な韓よ
　り出ず。簸子の弩，少府の時力，距來の弩も，
　皆な六百歩の外を射る。韓の卒足を超して射
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つら　れば，百襲も暇し止まらず，遠者は胸を洞ぬ
　　　　くく　　　　　　　　　　　　やじり　　　　おお　き蔽を括り，近き者は鏑心を鼻う。韓の卒の
　剣戟は皆な冥山，裳難，墨陽，合購，郵師，
　宛漏，龍淵，大阿より出で，皆な陸では牛馬
　　　　　　　　　　　た　を断し，水では鵠腐を裁ち，敵に當りては則
　　　　　　　　たて　ち堅き甲，鐵の幕を斬り，革挟，破丙，畢な具
　わらざる無し。韓の卒の勇を以て，堅き甲を
　　　　　つよ　　いLゆみ　　ふ　被むり，勤き弩を蹴み，利剣を帯びれば，一
　人で百に當ると，言うに足らざるなり。）
　また魏の嚢王に説いた言葉の中には，
　　大王之地，……地方千里，地名難小，然而
　田舎盧癬之敷，曾無所錨牧。人民之衆，車馬
　之多，日夜行不絶，輸輸段般，若有三軍之衆。
　（大王の地……地は方千里，地は名づけるに
　　　い主　　　　　　　　　　　　　　　　はたけ寸まい　　おお　小と難ども，然り而して田舎盧癬の藪きこと，
　　　　　　　　　　　　　　　圭お　曾つて牧に甥う所無し。人民の衆きこと，車
　馬の多きこと，日夜行きて絶えず，輸鞠段段
　　　　　　　　あつま　として，三軍の衆れる有るが若し。）
　また蘇秦は斉の宣王に対しては，
　　齊地方二千鎗里，帯甲敷十萬，粟如丘山。
　三軍之良，五家之兵，進如鋒矢，戦如雷霧，
　解如風雨。（齊は地方二千鎗里，帯甲するも
　の藪十萬，粟は丘山の如し。三軍の良，五家
　　　　　　　　旧こやり　　　　　　　　　　　　　　　　いオづ…オ出屯｝　の兵は，進めば鋒矢の如く，戦えば雷震の
　如く，解けば風雨の如し。）
と述べており，その表現は誇大であるだけに力
強く，聞く者に対して説得力を持っていると言
える。こうした誇張された表現は，ここに掲げ
たのはごく一部にすぎず，他の部分でも随所に
見うけられる。
　また張儀が韓王に，秦の強さについて説いた
言説は，後の漢賦に於ける表現の雰囲気と極め
て共通するものが感じられるので敢えてここに
掲げておく。
　　秦帯甲百鎗萬，車千乗，騎萬匹，虎責之士
　蹉駒科頭貫願奮戟者，至不可勝計。秦馬之良，
　戎兵之衆，探前映後蹄間三尋騰者，不可勝藪。
　山東之士被甲蒙冑以會戦，秦人掲甲徒楊以趨
　敵，左撃人頭，右挾生虜。夫秦卒典山東之卒，
　猶孟貢之典怯夫，以重力相歴，猶烏獲之與嬰
　見。夫戦孟責，烏獲之士以攻不服之弱國，無
　異垂平鉤之重於鳥卵之上，必無幸棄。（秦の
　甲を帯びるもの百鉄萬，車は千乗，騎は萬匹，
　トラの如書勇　　　　はだL　　　　あたまを塙おわず　　　　　おとかい
　虎賛士で暁駒で，科頭にて，願を貫ぬかるも
　奮いて戟する者，計るに勝う可からざるに至
　　　　　　よきもの　る。秦の馬の良は，戎兵の衆として，前を探
　　　　　　　　　　　　とぴ上棚　　　　　　　　　　　　　た　り後を映ぐって蹄間三尋を騰者，藪うるに勝
　う可からず。山東の士は甲を被り冑を蒙むり
　　　　　　　　　　　　　　　す　　　はだぬぎ　て以て會戦するも，秦人は甲を掘て徒拐て敵
　　むか　　　　　　　　　　　　　　ひoさ　　　　　　　　いけどり　に趨う，左に人頭を撃げ，右に生虜を挾む。
　夫れ秦の卒と山東の卒は，猶お孟實と怯夫と
　のごとし，重力を以て相い歴すれば，猶烏獲
　と嬰兄とのごとし。夫れ戦うに孟責，烏獲の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おもり　士を以って不服の弱國を攻めるは，千鉤の重
　を鳥卵の上に垂らすに異ること無く，必ず幸
　無きなり。）
　この他にも本来推察でしかない結果を現実に
起る事として確信的断定するというのも，これ
等誇張表現の一部に数えることが出来るかもし
れない。もしそうだとすると，そのような表現
部分は枚挙にいとまがない。『史記・蘇秦列伝・
張儀列伝』はそれぞれかなり大部のものであり，
しかもその大部分は，蘇秦・張儀の各国王に対
する説得演説である。そしてその中の弁説の大
部分は，「今斯くの如くならば，将来は斯くの如
くならん」という推測であるが，それ等はすべ
て確固とした断定によって結ばれている。こう
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した修辞的表現が実は次代の文学ジャンルに大
きな影響を与えることになるのである。
　更にもう一つの縦横家達の演説の中で特徴的
な事は，所謂土地ぼめ国ぼめの部分が必ずある
ということである。戦法，戦術を論じるには当
然地形・地勢，その地への行程（今風に言えば
「アクセス」）が重要な鍵となる。よって蘇秦も
燕の文侯に次のように言っている。
　　燕東有朝鮮，遼東，北有林胡，棲煩，西有
　雲中，九原，南有噂柁，易水……南有褐石，
　履門之饒，北有棄栗之利，民難不佃作而足於
　棄栗莫。此所謂天府者也。（燕は東に朝鮮，遼
　東有り，北には林胡，棲煩有り，西には雲中，
　九原有り，南に嘘柁，易水有り，……南に褐
　　　　　　ゆたか　　　　　　　　　　　在つめくり　石，雁門の饒なる有り，北に蘂栗の利有り，
　民佃作りせすずと雄えども棊栗もて足るな
　　　　　いわゆる　り。此は所謂天府なる者なり。）
　また韓の恵宣王に対しては，
　　韓北有撃，成皐之固，西有宜陽，商阪之塞，
　東有宛，穣，浦水，南有脛山，地方九百鎗里，
　帯甲敷十萬，天下之彊弓勤弩皆從韓出。（韓
　　　　　　　　　かたき　の北には輩，成皐の固有り，西には宜陽，商阪
　の塞有り，東には宛，穣，浦水有り，南には脛
　　　　　　　　　　　　　いくさぴと　山有りて，地方九百鎗里，帯甲藪十萬，天下
　　つよきゆみ　　つよ昔いLゆ免　　　　　　　　よ
　の彊弓，勤弩皆な韓從り出ず。）
　連衡家の張儀も楚の懐王に対して秦と手を結
ばないで，弱い諸侯をたのみとしたならばやが
て必ず強い秦に躁臓されるであろう事を警告し
て次のように言っている。
　　秦西有巴蜀，大船積粟，起於波山，浮江巳
　下，至楚三千鎗里。舶船載卒，一紡載五十人
　興三月之食，下水而浮，一日行三百饒里，里
　藪難多，然而不費牛馬之力，不至十日而距粁
　關。粁關驚，則從境以東壷城守夷，蛉中，巫
　郡非王之有。秦畢甲出武關，南面而伐，則北
　地絶。秦兵之攻楚也，危難在三月之内，而楚
　待諸侯之救，在半歳之外，比其勢不相及也。
　夫侍弱國之救，忘彊秦之祠，此臣所以爲大王
　患也。（秦は西に巴蜀有り，大船に粟を積み，
　波山より起ちて江に浮びて下れば，楚に至る
　に三千鹸里。紡船に卒を載せ，一紡に五十人
　と三月の食を載せ，水を下りて浮べば，一日
　に三百鎗里を行く，里藪多しと難えども，然
　り而れども牛馬の力を費やせず，十日に至ら
　　　　　　　つ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よずして托關に距く。拝關驚けば，則ち境從り
　　　　すぺ以東は壷ての城守らる，鈴中，巫群は王の有
するに非ざるなり。秦は甲を畢げ武關を出で，
南面して伐てば，則ち北地は絶たるるなり。
秦兵の楚を攻めるや，危難は三月の内に在る
　も，楚諸侯の救を待たば，竿歳の外に在りて
　も，比れ其の勢相い及ばざるなり。夫れ弱國
　　　　たの　の救を侍みて，彊秦の祠を忘るるは，此れ臣
　　　　　　　　　　ゆえん　の大王の爲に患うる所以なり。）
　以上の如き張儀の言に二度までも欺かれるこ
とのないように屈原は大いに懐王に進言するの
であるが，しかし結局は懐王は，楚にとらえら
れていた張儀を許し，屈原を追放することにな
るのである。いずれにせよこうした文中での地
形・地勢，地のりへの言及の細かさと確かさも
また後の漢賦の中に十二分に生かされるものな
のである。
　戦国縦横家の弁論の特徴として最後にあげて
おかねばならないのは，その論理展開過程での，
三段論法的な演緯的推論法である。勿論その展
開に於ては推論的にではなく，全くの断定的に
結論につなげていくのである。今までに掲げた
諸例文から理解出来るように，この場合の論調
の特徴は，大概念，小概念，媒概念に当る原因
要素を数多く並べ連ねて，重畳的に結論にまで
牽引していく点である。これ等は蘇秦，蘇代，
張儀の論説に一貫して流れているもので，恐ら
く前時代の公孫龍子などを代表とする危弁に類
する論をも事とした名家や形名家と称される理
論家達の流れを汲むのであろう。
　戦国縦横家の弁説の特徴をまとめてみると次
のようになろう。
　　（1）とり入ろうとする王への人格的讃美
　　（2）相手方の国勢，地勢，地形，アクセス
　　　を細かく分析してほめ，敵については同
　　様の手順で難ずる。
　　（3）推測的表現を排して徹底的に断定的表
　　現で押し通す。
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（4）三段論法的な演緯的捷論法を基礎にし
て，羅列的，重畳的表現を使う。
V［南方文学と北方文学
　戦国末期楚の懐王，頃嚢王に宰相として仕え
た屈原は，宮廷詩人として，また戦国時代に生
きた政治家，縦横家としての立場にも立たねば
ならなかった。それ故に屈原の詩には宮廷詩人
的王侯讃美と戦国縦横家的王侯賞讃とが強く表
われている。また屈原の場合はこの二要素以外
に，荊楚地方の巫現としての要素も加わってい
るものと思われる。
　いまここで屈原の詩を検討する前に，『詩経』
の詩と『楚辞』との全体的な違いを簡単に論じ
て，それによって北方文学と南方文学の特徴を
総体的に捉えておきたいと思う。
　先ず『詩経』は，国，雅，類に分れているが，
類についてはすでに述べた如く，郊廟歌である
らしく，これについては王国維が詳しく論じて
いる。雅は，「大雅」「小雅」に分れており，そ
れ等は宮廷行事に使われたものとされている
が，ただこれ等雅のもとになったものはやはり
各地，各侯国で歌われて来た民間歌謡であると
されているから，ここでは主に「国風」の詩を
論じて，北方文学の特質を考えることにしたい。
　　闘關唯鳩　在河之洲
　　鳴きかわすつがいのおし鳥は河むこう
　　窃究淑女　君子好逮
　　み目ゆかしきこの娘は若様にはおにあい
　　参差若莱　左右流之
　　川面のまこもをさがすよう
　　窃究淑女　繕蕪求之
　　み目ゆかしきこの娘は，ひく手あまた
　　求之不得　癌療思服
　　得られなければ氣がふさがれる
　　悠哉悠哉　鰻韓反側
　　思いはふかくねがえりばかり
　　参差若菜　左右釆之
　　川面のまこもをつみとるように
　　窃究淑女　琴琵友之
　　み目ゆかしきこの娘はお琴が上手
　　参差存菜左右老之
　　川面のまこもをっまむよう
　　窃究淑女　鐘鼓樂之
　　み目ゆかしきこの娘は鐘鼓を樂しむ
　これは周知の如く「国風」のみならず『詩経』
の巻頭の詩である。伝統的解釈はいまはさし置
くとしてここに歌われている事は「国風」全体
が歌題としているものと共通する点がいくつか
ある。先ずここにはある個としての女が「窃究
淑女」として歌われ，個としての男が「君子」
として歌われている。「窃窮淑女」の語には
「みめうるわしい」という外観だけでなく，教
養，人格も含めた意味が込められており，「君
子」もまた同様である。次にここには「好逮」
という語で婚姻を表わし，その奥には「家」の
観念も連想させている。また「琴琵」「鐘鼓」
の語で，生活上の教養と楽しみを表現している。
また生活そのものとしては「繕療」や「輯鱒反
側」の内に見える。またこの「淑女」や「君子」
を取り巻く自然の環境として「唯鳩」「河之洲」
「存莱」があり，その奥には舟や，それを手段と
して河の幸を得ながら生活する人々の生活もほ
の見えて来る。つまりここに歌われているもの
は，人問，教養人格，楽しい生活，愛情婚姻，
家，白然の環境などである。しかし「国風」は
もうひとつの面も持っている。
　　碩鼠碩鼠　無食我黍
　　ねずみよねずみ私の黍を食べるのはおよし
　　三歳貫女　莫我肯顧
　　お前に3年間食われつづけて，いやになる
　　逝将去女適彼樂土
　　さあゆくぞ私は樂しいあの邦へ
　　樂土樂土　麦得我所
　　樂しい邦へ行ったなら私は安心安樂だ
　　碩鼠碩鼠　莫食我姿
　　ねずみよねずみ私の変を食べるのはおよし
　　三歳貫女　莫我肯徳
　　お前に3年みつぎつづけていいことなし
　　逝將去女適彼樂國
　　さあゆくぞ，私は樂しいあの國へ
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　　樂國樂國　麦得我直
　　樂しいあの國へ行ったなら私は安心安樂さ
　　碩鼠碩鼠　無食我苗
　　ねずみよねずみ，私の苗を食べるのはおよし
　　三歳貫女　莫我肯螢
　　お前に3年苦労のしっぱなし，しかしいま
　　逝將去女適彼樂郊
　　さあゆくぞ，私は樂しいあの土地へ
　　樂郊樂郊　誰之永號
　　樂しいあの土地へ行ったならもう大聲あげて泣きはせぬ
　この詩にあるのは貧しい農民の生活である。
見果てぬ希望と夢を抱きながら，営々と働く素
朴でいたいけな農民。鼠の害をはじめとす劣悪
な生活環境，そして抽象されていることではあ
るが，権カを振りかざした領主による苛酷な税
のとりたて。つまりここに表現されているのは，
貧困生活，自然災害，為政者の苛飲諌求，夢に
見る楽土などである。これは前の『關唯』とは
ひと味違った別の世界をうたっている。
　『楚辞』には以上のような『詩経』的世界と
は全く異った世界が展開されている。『楚辞』
の詩は一篇」篇が比較的長大である為にここに
その篇全部を示すことは出来ない。ごく一部ず
つを引用してみると次のようである。先ず『天
問』は，
　　　　日：蓬古之初，誰傳道之？上下未形，
　　何由考之，冥昭情暗，誰能極之？漏翼惟像，
　　何以識之？明明暗暗，惟時何爲？陰陽三合，
　　何本何化？園則九重，執螢度之？惟薮何功，
　　敦初作之？斡維焉繋？天極焉加？八柱何
　　當？東南何厨？九天之際，安放安属？隅隈
　　多有，誰知其数？天何所沓，十二焉分？日
　　月安囑，列星安陳？出干湯谷，次干蒙氾，
　　白明及晦，所行幾里？夜光何徳，死則又育，
　　豚利維何，而顧菟在腹？女岐無合，夫焉取
　　九子？伯彊何鹿？恵氣安在？何闘而晦？何
　　開而明？角宿未旦，曜露安藏？
　　　（あ・，昔むかしのこの世の初めのことを，
　　一体誰が伝えてそれをいったというのだ。
　　天も地も未だ形がないというのに，一体何
　　によってそれを考えたというのか。暗きも
　明るきもただぼんやりしているだけという
　のに，一体誰がそれを極めることが出来た
　　というのか。あらゆるものの形がはっきり
　　していないというのに，一体どうしてそれ
　　を知ることが出来たのか。明るきと暗きは
　一体いつ分かれたのか。陰陽が交わってこ
　の世にあるものがすべて生まれでたのは，
　それはどういう根拠によって何から変化し
　　たのか。天は九層から出来ているが，それ
　　は一体誰が測ったのか。それはどんな力に
　基づいて，誰が始めて作ったのか。天をめ
　　ぐらせる回転軸はどこに繋げられ，天の中
　心を支える柱はどこに立てられているの
　　か。八本の柱はどこにあり，東南に何故欠
　　けているのか。九層の天の境は，どこにあ
　　ってどこに属しているのか。天の奥まった
　　ところや曲がった所も多いに違いないが，
　　その数を一体誰が知っているというのか。
　　天の範囲はどこからどこまでで，それがど
　　こで十二に分かれているのか。日月はどこ
　　に続いて，連なる星はどこに繋がっている
　　のか。湯谷からでて，蒙氾に宿り，明るき
　　から暗きに及ぶのは，一体何里行くことに
　　なるのか。夜光るものが何の徳があって，
　　死んでもまた育っていくのか。一体何のい
　　いことがあって，兎がその腹にいるのか。
　　女岐は結婚もしていないのに，どうして九
　　人の子供をもうけることが出来たのか。伯
　　強はどこにいて，それをいやす恵気はどこ
　　にあるのか…　　）
　この詩は神話そのものではないが，神話を下
敷としてその内容に対する疑問を色々な角度か
ら天に向って問うているのである。北方中原で
発生したものもあるが，恐らくここに含まれて
いる神話の多くは，屈原が生れ生活した江南楚
の地方に伝承されていたものであろう。次に掲
げるのは「九歌・大司命」，
　　廣開分天門　粉吾乗号玄雲
　　　　　　　　　　　く呂くも　　宣ぎ　　天の門を押し開き　我れ玄雲に粉れ乗り
　　令瓢風今先駆　使涼雨号濃塵
　　吐甲r＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昔圭旧ら
　　瓢風に行手を先駆けさせ　冷たい雨に先払わせ
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　　君廻翔骨以下　膝空桑号從女
　　　　　　　　かけ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こ土　　あなたは天を廻り翔ては下り降り　空桑山膝え我追
　　いゆかん
　　紛総総号九州　何壽夫今在予
　　幾千幾万地上の民，何ぞ壽命は我に在らん
　　露衣号被被　玉侃号陸離
　　榊衣はヒラヒラはためいて　おび玉キラキラ輝いて
　　壼陰号壷陽　撮莫知骨余所爲
　　陰と思えば陽となる　皆は知らざる我爲す所
　　乗龍号鱗鱗　高馳骨沖天
　　龍に乗りてはリンリンと　高く馳せて天をつく
　　結桂枝号延貯　売愈号愁人
　　桂花咲けども立ちもとおり，我はいよいよ心ふさぐ
　天翔けて女神に思いをよせる男神のひたむき
な恋心が描かれている。
　『詩経』を代表とする北方文学と，『楚辞』
を代表とする南方文学との違いを簡潔な言葉で
言ってみれば次のようになる。
　『詩経』的北方文学　　『楚辞』的南方文学
現実的　　　　　　夢想的
生活的　　　　　　　浪漫的
人間的　　　　　　自然的
対人的　　　　　　対神的
教訓的　　　　　　神話的
仰望的　　　　　　鳥賊的
儒家的　　　　　　道家的
政治的　　　　　　隠者的
定型的　　　　　　不定型的
w『楚辞』と祈祷文学
　いずれにせよ『離騒』の作者屈原は上に挙げ
たような『楚辞』的南方文学の世界に生きた人
物であった。故に彼の文学は飽くまでもシャー
マン的であり，巫現的であるが故に彼の文学は，
神々に対する極めて濃厚な祈祷性を帯びざるを
得ないのである。たとえば『招魂』を例として
挙げてみよう。もちろんこの篇の作者について
は，屈原説，宋玉説，またその解釈についても，
朱黒説，王逸説，郭沫若説など古代から現代に
至るまで多くの説があるが，司馬遷はこれが屈
原の作であると明記しているので，一応それに
従ってよいであろうし，その内容については上
帝の命によって巫現である巫陽が媒介者となっ
て屈原の魂を天上に招くという想定のもとに屈
原自身によって作られたものと考えてよいであ
ろう。
　　魂号蹄來
　　魂よ蹄り來れ
　　去君恒幹　何爲乎四方些
　　君の肉体を去って，何故に四方にさまよえる
　　舎君之樂虚　而離彼不鮮些
　　君の樂しき場をすておきて，彼の不鮮の所へ離れゆく
　　魂分蹄來
　　魂よ騎り來れ
　　東方不可以託些　長人千側
　　東方には身を寄するべき所はないぞよ　身の丈長さ
　　千側の人にとって
　　惟魂是索些
　　私はいまお前の魂を捉えようと索しているぞよ
　以下二百五十数句を費やして巫陽は魂を呼び
もどす為の訴えをさけび続ける。その内容は，
お前の魂が西へ行こうと，東へ行こうと北へ行
こうと南へ行こうと，そこは灼熱の沙漠や千里
も続く雪原が横たわり，ゆく手には黒蜂虎，豹，
　　　　　　　　　　　　ぱけ射狼や，九つの頭を持った化物がお前を待ちう
けている。もしお前が帰るなら，そこには美し
　うてない台樹，広々とした部屋，夏でも涼しい高座敷
を準備しよう。そこは美しい造作のきらびやか
な建物がそろい，美女達，豪華で楽しい住みご
こち，それにおいしくて豊かな食べ物もあり，
　　　　　　　　　　　うたげ酒，歌謡，舞踏，管絃の宴，それに楽しいゲー
ムまで揃えてある，と言って魂を誘うのである。
その飽くことなく，倦むことなく連綿とつづけ
られる招魂の為の説得，これは正しくシャーマ
ンの祈祷そのものである。
　一般にシャーマンの巫は天を仰ぎ天上の神の
来降を言葉を替え，節を変えながら幾度となく
懇願する。それでも神がまだ降りて来なければ，
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次には神を難じ椰楡する。それがひとわたりす
むと今度は再び懇願に立ち戻って祈る。そして
更にまた神を難じ，ヤジリ，そしてまた懇願す
る。こうした極めて濃密な祈りを，巫は殆どエ
クスタシー状態の中でくり返し，巫は最後にそ
こにブッ倒れるまでつづけるのである。そして
その場に倒れ伏した最後のその時にはじめて神
は来臨し，巫にのり移るのである。『招魂』に
　　　　　　いざな於ける巫陽の誘いは，まさしくこうした祈祷師
の言葉の運び，またその背後に想像される，祈
祷師のナリ，フリに酷似している。『楚辞』に
残された他の多くの詩，『大招』『遠遊』『湘君』
『湘夫人』など特に「九歌」にとられたものに
は，この『招魂』に似た雰囲気を持つものが多
い。しかし他の「九章」や，また「離騒」でさ
え，こうした巫的祈祷的修辞からは白由ではな
い。屈原は実は楚の国の巫現の家系を持つ一族
の出ではないかという説は，上記の点から言え
ば，決して妥当性を欠いているとはいえない。
　　『楚辞』の中の特に「九歌」にとられている
詩は，神を我がもとに降りて来ていただこうと
招き祈るが，ついにはその望みはとげられない
という内容のものが多い。その表現は多く神を
招く段どり，つまり祭壇のしつらへの美しさ，
その細やかさ，備えた香草のかおりよさなどを
精一杯強調し，そしてその神に対する自分の思
いがどれ程限りなく深く，高く，強いものであ
るかを，手を替え晶を替えありとあらゆる美辞
麗句をちりばめた句によっておおっているので
ある。つまりこの手法は，神そのものについて
はあまり言及する所はないのであるが，その神
を迎える為の舞台装置の素晴らしさを強調する
ことによって，実は神その人の美しさ素晴らし
さを表現しているのである。そしてまた自分の
神を希求することがこんなにも強いのであると
いうことを強調することによって，その神その
ひとの立派さ美しさを表わしているのである。
「九歌」の詩には，神を求める自分自身がいか
に秀でている存在か，自分自身がいかに高潔な
存在であるかを表現した句が随所に見られる。
これはそうすることによって，これ程すぐれた
白分が追い求めてやまない神だからこそ，それ
だけ完壁にすぐれた存在であるということを表
わしているのである。そうすると「離騒」や
「九章」などに見られるような，自分の仕える
君主が自分を理解してくれない，或いは自分の
方をふりむいてくれない，或いは他の邪悪な俵
臣達にだまされているのだという言い方も，そ
の前後で自分の秀でた点を並べ，白分の君主へ
の強い忠誠心と深い強い思いを何数句も費やし
て述べているのは，これも同時に君主に対する
ほめ言葉として認識されてよいであろう。
皿兵家の弁説と『楚辞』
　以上の如き目で『楚辞』をいま一度見てみる
と，その中に，前掲の「戦国縦横家の弁説の特
徴」と共通するいくつかの点を見てとることが
出来る。
　　　　「東皇太一」
　　瑠席号玉旗　蓋將把分壇芳
　　美玉しきつめし高御座，艶花手に持ち打ち振りて
　　惹肴蒸号蘭籍　箕桂酒号楓漿
　　香り豊かなお供えを蘭しきつめし座にすすめ，桂の
　　酒，淑ののみものおそなえし
　　揚抱号批鼓　跣緩節分安歌
　　穐を揚げて太鼓打ち　ゆるやかリズムで，うたうたう
　　陳竿琴号浩侶　露假塞骨妓服
　　琴琵ならべて盛大に　巫女は美しきよそおいで
　　芳非罪分満堂　五音紛号繁會
　　馨しきかおり堂に滴ち　五音こもごも場に繁く
　　君欣欣号樂康
　　君はよろこび樂しみやすらぐ。
　　「雲中君」
浴蘭湯号沐芳　華采衣号若英
蘭の香に身を清め　いろあでやかなその服はさきみ
だれたる花のよう
露連蜷号既留　燗昭昭骨未央
祠の御子は遠き道來りてすでにとどまりぬ，光キラ
キラかがやきぬ
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　　　　「湘夫人」
　築室分水中　葺之号荷蓋
　　清い川面に室きづき　屋根は蓮の葉もちて葺き
　轟壁号紫壇　菊芳淑骨成堂
　　蒸の壁に紫貝咲きほこる　庭芳しき撤の枝葉を堂にしき
　桂棟分蘭櫨　幸夷楯号菊房
　　　む在未　　　　　　た呂者　　　　　　吐げL　桂の棟，蘭の榛辛夷の楯に菊の部屋
　　岡蕗藷号爲帷　癖意橡分既張
　　藤藷あんで帷とし　意をのきさきに張り
　　白玉今爲鎭　跣石蘭骨爲芳
　　白玉はすだれのおもし，石蘭まばらに色つけて
　　苫葺分荷屋　糠之骨杜衡
　　蓬の葉の上から藤韮で更に葺き　杜衡を部屋にかざりつけ
　以上引用が些か長くなったが，すべて前に挙
げた神の降り立つ舞台のしつらえの美しさを連
綿と述べつらねた部分である。まさに降り来ら
んとする女神，男神はこの美香たちこめたしつ
らえにふさわしい美神であるということを言っ
ているのである。そしてこれ等が戦国兵法弁士
達の「とり入ろうとする王への讃美」と共通し
ていると思われるのである。
　そしてここには兵家の使う三段論法的演緯は
見られないが「羅列的，重畳的表現」は至る所
に見られる。「湘夫人」では七句のうち12以上
の香り草や香木の名がならべられている。また
「東皇太一」の方も，「君欣欣号樂康」の結句に
むかって，それこそ「重畳」的にその楽しみの
内容を一つ一つ重ね積み挙げていくのである。
そしてこれ等は兵家の「地ぼめ，国ぼめ」に共
通するところでもある。また各詩篇には必ずと
言っていいほど地勢的或いはアクセス的記述が
あるというのも特筆に値しよう。「雲中君」の，
「覧翼州分有鎗，横四海分焉窮（両河の間を見
わたせば，はるか彼方に果しなく，四海は広び
ろ横たわり，ながめも尽きず限り無く）」「湘君」
の「令況湘号無波　使江水号安流（況湘波なく
流れゆき，江水おだやかくねり行く）」，また同
じ「湘君」の，「駕飛龍骨北征　遭吾道分洞庭
（飛龍に曳かせて北ゆけば，我を導びく洞庭に）」
また「大司命」の，「吾典君号齊速　導帝　之
骨九坑（私とおん君とりいそぎ，帝を導びき九
坑へ）」などは，具体的な地名を出すことによ
って夢想的世界に地形的に現実味を与えている
のである。
　「九章」に採られている詩は政治的詩，露骨
に言えば屈原の権力指向を吐露した詩と言える
ものではあるが，しかし一面では「九歌」の詩
より寧ろ巫現的祈祷性の強い詩とも言えるかも
しれない。その理由の第一は，巫現の祈祷に表
われる。希求一懇願　　焦慮　　絶望一
批難一あてこすり　　再ぴ希求一再び懇
願　　　　というパターンがより明確に表われ
ているからである。つまり文面の「君主」を
「神」におきかえればそのまま巫現の祈りの文
句になっているということである。そして第二
に，このパターンの中に表われる懇願や批難や
あてこすりが，「九歌」の場合より更に濃厚で
強烈であるという点である。例えば「惜謂」に
は，
　　蜴忠誠而事君号　反離華而賛眈
　　忠誠蜴して君に事えしが反って群を離れてよけいもの
　　忘僚媚以背堀分　待明君其知之
　　利己と媚とを相い忘れ　ひとり正しく歩みつつ　明君
　　の御理解まっていた
　　思君其莫我忠号　忽忘身之賎貧
　　誰よりも君に忠なるを思うたが　我身の卑賎をフト忘れ，
　　事君而不武骨　迷不知寵之門
　　君に事えて二心なく，されど寵をうける術知らず
　以下しばしば表われる所の極度に過ぎる君主
への憧僚は，古代英雄によくある同性愛的なも
のも含んでいるに相違ない。それはともかく，
ここに表われる差しくなる程の自己賞讃も，そ
うした自分のあこがれを受け入れてくれるに値
する着圭ということで，君主称讃の表現ととる
べきであろう。またたとえば「抽思」にある，
　　望三五以爲像骨　指彰成以爲儀
　　三皇五帝を模範とし　彰成をもって檀法の基とせば
　　夫向極而不至今　故遠聞而難腐
　　いかな境地も至らぬところなく　名を遠くに聞こえ
金文の銘文から｢詩経｣へ､縦横家の弁説から｢楚辞｣へ
Page:12無断転載禁止。　
　　てすたることなし
　これは，兵家的な三段論法の一つで，やはり
説得力ある論理の展開となっている。
　いずれにせよ，『楚辞』に見える詩は「九歌」
であれ「九章」であれ，或いは屈原自身の夢幻
に満ちみちた一代記である「離騒」でさえ，戦
国兵家の持つ弁説上の特徴をすべて有してい
る。上記の論説中には特には取り上げなかった
けれど，兵家の「徹底した断定」も全篇に亘っ
てつらぬかれている。このような特質が，実は
次時代の賦へつながっていったのである。賦は
宋玉に始まると言われるが，宋玉が屈原の弟子
であったというのはこの意味から決して偶然で
ないと言えよう。
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